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それを見たお婆さんは『とにかく中に入って』とお梅を中へ入れました。
お婆さんは、お梅に温かいご飯を食べさせてくれ、布団も敷いてくれました。

『さぁ、ここでゆっくり休んでいって』といい、自分の部屋に戻って行きました。



ところがその晩、お梅がふと目を覚ますと、奥の方から話し声が聞こえてきました。
お梅は目をつむって眠ろうとしましたが、話し声が耳についてなかなか眠れません。
とうとう目が冴えてしまって、こっそり起きて戸を開け、話し声がする方へ忍び足で近づ

いて行きました。
話し声は、廊下の突き当たりの部屋から聞こえてきました。



お梅は耳をすませて聞いてみると、中から
『人間達はみんな乱暴で、猫をいじめる。あの娘も、この屋敷へ来たからには噛み殺してしま
おう！』『そうだ！そうだ！』
それを聞いたお梅はビックリして、戸を少し開けて中を見ると、中では、黒や白、ブチやト

ラ柄の猫がたーくさんいて、話合いをしていました。



すると、一匹の年をとった灰色の猫が
『あの娘は可愛がっていた猫を心配して探しに来たんだ。噛み殺したりしないで、夜が明けた
ら帰してやれ』と言いました。



お梅『わ、ここは猫屋敷だ。早く逃げないと噛み殺されるかもしれない』と大急ぎで廊下を
戻って行きました。
すると、外へ出る戸口のところで、一匹の白い猫とばったり会いました。



見ると、お梅が探していたタマでした。
『タマ！お前はタマじゃないか！タマ、探したよー』と抱き上げました。
タマは優しくお梅を見上げて

『たずねて来てくれてありがとう。でも、私はもう年をとってしまったから、仲間と一緒にこ
こで暮らすことにします』と言いました。



『そんな事言わないで帰ってきて。タマがいないと、私淋しくてたまらないよ。あの宿屋が嫌
いなら、私は別のところで働いてもいいから、ね、タマ、ね...』
『あなたへのご恩は決して忘れません。でも、お梅さん、ここへ来ることは猫にとって出世し
たことなのです。ここへは日本中から選ばれた猫が来るんです。けれど、人間からいじめられ
て、人間を恨んでいる猫もいるので、何をするかわかりません。今のうちに早く逃げてくださ
い』と白い包み紙を渡してくれました。



お梅が急いで外へ出ると、まぁ何ということでしょう。屋敷の前に何百匹もの猫がズラーッ
と集まっていました。
するとタマがポンとお梅の前に出て、大きな声で『ニャーオ、ニャーオ、ニャンニャン、

ニャオーン』と鳴きました。



すると群れの中の一匹の年をとった灰色の猫も『ンニャオオオオオン』と鳴きました。
それを聞いた猫たちは、ワサワサと動いて道を開けました。こうしてお梅は無事に山を降り

ることができました。

つづく


